
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　台紙本体の 面にフィルムを配置するとともに、当該フィルムの所定箇所を台紙本
体側に接着若しくは溶着して一端側から写真を挿入可能なポケットを台紙本体の面に設け
てなるアルバム用台紙において、
　前記ポケットの底部側に、当該ポケットに収容された写真を出し入れ口から押し出すた
めの押出促進部を設け
　

　

ことを特徴とするアルバム用台紙。
【請求項２】
　前記切欠部の領域内における台紙本体部分には、当該台紙本体の地色と異なる色が設け
られていることを特徴とする請求項 記載のアルバム用台紙。
【請求項３】
　前記切欠部の領域内又はこれの近傍位置に、前記ポケットの出し入れ口側に向けられた
矢印が設けられていることを特徴とする請求項 記載のアルバム用台紙。
【請求項４】
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表裏各

、
前記押出促進部は、写真の差し込み側先端部分を表出可能とする切欠部により構成され

、
前記ポケットは台紙本体の表裏各面に設けられるとともに、当該台紙本体における表面

側ポケットの切欠部形成位置と裏面側ポケットの切欠部形成位置は上下方向にずれて設定
され、複数の台紙が重ね合わされたときに、前記切欠部から表出する写真の部分が直接重
なり合わないように設けられている

１

１又は２



　前記ポケットは複数並んで形成され、これら各ポケットを貫通させて大ポケットが設け
られていることを特徴とする請求項 記載のアルバム用台紙。
【請求項５】
　前記ポケットの底部側には、当該ポケットの底部と略平行に延びる切断部が形成されて
いることを特徴とする請求項 記載のアルバム用台紙。
【請求項６】
　前記ポケットの底部外側には台紙本体部分によるガイド面が設けられていることを特徴
とする請求項 の何れかに記載のアルバム用台紙。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はアルバム用台紙に係り、更に詳しくは、ポケットに収容された写真の取り出しを
容易に行うことのできるアルバム用台紙に関する。
【０００２】
【従来の技術】
公知のアルバム用台紙としては、例えば、図８に示されるタイプのものが知られている。
同図において、アルバム用台紙４０は、左右方向一端側に綴じ穴４１が形成された平面視
略長方形の台紙本体４２と、この台紙本体４２の表裏各面にフィルムＦを配して所定箇所
に台紙本体４２との接着部４３を設けて標準サイズの写真Ｐ１を収容可能な上下三段のポ
ケットＰＫ１ ,ＰＫ２ ,ＰＫ３と、いわゆるパノラマサイズの写真Ｐ２を収容可能な大ポケ
ットＰＫ４とを備えて構成されている。
【０００３】
前記上下三段のポケットＰＫ１～ＰＫ３の出し入れ口４５には略半円形状の切欠部４６が
形成されており、これら切欠部４６により、各ポケットＰＫ１～ＰＫ３内に収容された写
真Ｐ１を抜き出すときに指先との接触が可能な構成となっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなアルバム用台紙４０にあっては、ポケットＰＫ１～ＰＫ３の各
出し入れ口４５に切欠部４６が形成されているため、写真Ｐ１を収容すべくポケットＰＫ
１～ＰＫ３に差し込むときに、当該写真Ｐ１の差し込み側先端縁が切欠部４６に引っ掛か
り易くなってしまうという不都合がある。また、このような引っ掛かりは、出し入れ口４
５領域のフィルムＦを破断させる原因ともなる。更に、切欠部４６の形成位置は、台紙本
体４２の表裏に位置する各ポケットＰＫ１～ＰＫ３の上下方向略中央部に設定されている
ため、写真を収容した状態で複数のアルバム用台紙４０が重ねられたときに、切欠部４６
の領域内に表れる写真Ｐ１の部分が直接重なり合ってしまい、当該重なり合い部分で写真
Ｐ１同士が接着してしまうという不都合も招来する。
【０００５】
【発明の目的】
本発明はこのような不都合に着目して案出されたものであり、その目的は、ポケットに写
真を差し込むときに、当該ポケットの出し入れ口に写真が引っ掛かる虞をなくしてフィル
ム破損原因を回避する一方、容易に写真の抜き出しを行うことができるアルバム用台紙を
提供することにある。
【０００６】
また、本発明の他の目的は、写真を抜き出す際に指先との接触を可能とする切欠部を設け
ても、この切欠部に表出する写真部分が他の写真と接着することのないアルバム用台紙を
提供することにある。
【０００７】
本発明の更に他の目的は、廃棄する際に、台紙本体からフィルムを綺麗に剥がすことを可
能として台紙本体の再生利用を容易ならしめるアルバム用台紙を提供することにある。
【０００８】
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１ないし５



【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するため、本発明は、台紙本体の 面にフィルムを配置するととも
に、当該フィルムの所定箇所を台紙本体側に接着若しくは溶着して一端側から写真を挿入
可能なポケットを台紙本体の面に設けてなるアルバム用台紙において、
　前記ポケットの底部側に、当該ポケットに収容された写真を出し入れ口から押し出すた
めの押出促進部を設け
　

　

る、という構成を採っている。このような構成とすれば、ポ
ケットの出し入れ口側に切欠部を設ける必要がなくなるため、写真を差し込む際の引っ掛
かり原因を解消することができ、ひいてはポケットの出し入れ口領域のフィルム破断原因
も回避可能となる。なお、写真をポケットから抜き出すときは、前記押出促進部を利用し
て写真をポケットの出し入れ口側に滑らせるようにすればよい。

【００１１】
【
　 切欠部の領域内における台紙本体部分には、当該台紙本体の地色と異な
る色を付すとよい。これにより、フィルムが透明であっても切欠部の位置を視覚的に明瞭
とすることができる。
【００１２】
また、前記切欠部の領域内又はこれの近傍位置に、前記ポケットの出し入れ口側に向けら
れた矢印を設けることもできる。このような矢印を設けた場合でも切欠部の位置を明瞭に
できる他、指先の移動方向を明示的に示すことも可能となる。
【００１３】
更に、前記ポケットは複数並んで形成され、これら各ポケットを貫通させて大ポケットが
設けられる、という構成を採用することができる。これにより、前記ポケットに収容でき
ない平面積を有する長寸の写真、すなわちパノラマサイズの写真も収容することが可能と
なる。
【００１４】
また、前記ポケットの底部側には、当該ポケットの底部と略平行に延びる切断部を形成す
ることが好ましい。これにより、フィルムを台紙本体から引き剥がす際に、ポケットの底
部を形成する接着若しくは溶着部に近い位置のフィルム部分を摘んで引き剥がし力を及ぼ
すことが可能となり、フィルムを台紙本体から確実に剥離することができ、台紙本体を再
生する際にフィルムが混入するような不都合を効果的に防止することができる。
【００１５】
更に、前記ポケットの底部外側には台紙本体部分によるガイド面が設けられる、という構
成を採ることが好ましい。すなわち、ポケットの底部を台紙本体の端縁に設けるのではな
く、当該端縁よりも内側位置をポケットの底部として形成することとよい。
【００１６】
なお、本明細書において、「台紙本体の表裏」とは、一枚の台紙本体の表裏各面を意味す
る他、一枚の台紙本体を二枚厚に折り曲げて重ねた場合の表出面となる表裏各面をも含む
。また、「台紙本体」は紙製に限らず樹脂製のものも含む。
【００１７】
【実施例】
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表裏各

、
前記押出促進部は、写真の差し込み側先端部分を表出可能とする切欠部により構成され

、
前記ポケットは台紙本体の表裏各面に設けられるとともに、当該台紙本体における表面

側ポケットの切欠部形成位置と裏面側ポケットの切欠部形成位置は上下方向にずれて設定
され、複数の台紙が重ね合わされたときに、前記切欠部から表出する写真の部分が直接重
なり合わないように設けられ

また、切欠部を設けるこ
とで、写真に指先を直接触れることができ、指先をポケットの出し入れ口側に移動するこ
とで、写真を押し出すことができる。更に、ポケットに写真を収容して各アルバム用台紙
が重なり合う状態におかれたときに、前記切欠部に表出する写真同士が直接的に接触する
ことがなくなり、写真相互の接着原因も解消することができる。

発明の実施の形態】
本発明における



以下、本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。
【００１８】
図１には本実施例に係るアルバム用台紙を表面側から見た概略斜視図が示され、図２には
、その正面図が示されている。また、図３には、アルバム用台紙を裏面側から見た正面図
が示されている。なお、図１では、発明の内容理解を容易とするため一定の肉厚が示され
ているが、実際のアルバム用台紙は、全体として略同一平面内に表れる程度のものである
。
【００１９】
図１ないし図３において、アルバム用台紙１０は、縦方向に長い平面視略長方形状の台紙
本体１１と、この台紙本体１１の幅方向（左右方向）両側を除く表裏各面に縦長のフィル
ムＦを配置して所定箇所を台紙本体１１との接着部１２とすることで台紙本体１１の領域
内に形成された上下三段のポケットＰＫ１ ,ＰＫ２ ,ＰＫ３と、これらポケットＰＫ１～Ｐ
Ｋ３を貫通して上下方向に跨ぐように設けられた大ポケットＰＫ４とを備えて構成されて
いる。ポケットＰＫ１～ＰＫ３は、標準サイズの写真Ｐ１を収容可能な大きさに設けられ
ている一方、大ポケットＰＫ４は、パノラマサイズの写真Ｐ２を収容可能な大きさに設け
られている。
【００２０】
前記台紙本体１１は硬質な紙によって形成されており、当該台紙本体１１の幅方向一端側
には、図示しないアルバム本体の綴じ具に綴じ込み可能な綴じ穴１５が形成されている。
また、台紙本体１１の綴じ穴１５とは反対側領域、すなわち後述する底部の外側には、各
ポケットＰＫ１～ＰＫ３又は大ポケットＰＫ４に収容された写真の内容等を必要に応じて
記入することのできる罫線枠からなるメモ欄１６が印刷されている。このメモ欄１６が設
けられている領域は、ガイド面としても作用するようになっている。
【００２１】
前記ポケットＰＫ１～ＰＫ３は、綴じ穴１５側の縁が出し入れ口１８とされる一方、アル
バム用台紙１０の自由端側が底部１９とされている。各底部１９側には、写真Ｐ１の差し
込み側先端部分Ｐ eを表出可能とする押出促進部としての切欠部２０がそれぞれ開口して
設けられている。これらの切欠部２０は、平面視半円形の凹状に設けられており、この切
欠部２０内に表出した写真Ｐ１部分、すなわち前記先端部分Ｐ eに指先を接触させて出し
入れ口１８側に移動することで、写真Ｐ１を取り出し口１８の外に突き出し若しくは押し
出しできるようになっている。ここで、切欠部２０の領域内における台紙本体１１部分は
、当該台紙本体１１の地色とは異なる色の着色部２２が設けられ、この着色部２２によっ
て切欠部２０の存在が明瞭となるように設けられている。なお、着色部２２とメモ欄１６
との間には、前記出し入れ口１８側に向けられた矢印２３を印刷等によって設けてもよい
。
【００２２】
また、パノラマサイズの写真Ｐ２用の大ポケットＰＫ４は、図中上端を出し入れ口２６と
して構成されている。この出し入れ口２６の略中央部には、前記切欠部２０と同様の切欠
部２７が形成されているとともに、当該切欠部２７の内側領域における台紙本体１１部分
にも着色部２９が形成されている。
【００２３】
図４には、アルバム用台紙１０の表裏各面を比較対照するための正面図が示されている。
この図に示されるように、表面側（図４中左側）の切欠部２０の形成位置と、裏面側の切
欠部２０の形成位置は、上下方向にずれた位置に設定されており、アルバム用台紙１０を
複数枚重ね合わせたときに、切欠部２０に表出する写真Ｐ１部分が直接重なり合うことが
ないように設けられている。
【００２４】
次に、本実施例に係るアルバム用台紙１０の利用方法について説明する。ここでは、標準
サイズの写真Ｐ１の出し入れについて説明するものとする。
【００２５】
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写真Ｐ１をポケットＰＫ１～ＰＫ３に収容する場合には、フィルムＦがカバーされていな
い台紙本体１１の綴じ込み側の面をガイド面として写真Ｐ１を滑らせながら差し込むこと
ができる。この際、出し入れ口１８には切欠部が形成されていないため、写真Ｐ１の差し
込み側先端が引っ掛かるような不都合は生じない。
【００２６】
写真Ｐ１をポケットＰＫ１～ＰＫ３に収容した状態では、写真Ｐ１の差し込み側先端部分
Ｐ eが切欠部２０の領域内に表出することとなる。従って、この写真Ｐ１をポケットＰＫ
１～ＰＫ３から取り出すときは、前記先端部分Ｐ eに指先を当てがい、これを若干押圧し
ながら出し入れ口１８側に移動させることで、写真Ｐ１を出し入れ口１８の外側に突き出
すことができる。なお、この動作を爪先で行うと、写真Ｐ１に指紋が付着することなく当
該写真Ｐ１を取り出すことができる。この場合、ポケットの底部１９の外側に台紙本体部
分、すなわちメモ欄１６が存在しているので、当該領域を爪先のガイド面として利用する
ことができる。
【００２７】
このようにして写真Ｐ１を収容したアルバム用台紙１０は、実際には、綴じ具を用いて複
数毎に綴じて用いられる。この場合、前述した切欠部２０から前記先端部分Ｐ eがそれぞ
れ表出する状態となるが、表裏の各ポケットＰＫ１～ＰＫ３における切欠部２０の形成位
置が上下方向にずらされているため、アルバム用台紙１０が重なり合う相対面において、
写真Ｐ１の先端部分Ｐ eが直接接触し合うことはなく、従って、接触に伴う接着は生じな
い。
【００２８】
なお、前記実施例では、フィルムＦの一部を台紙本体１１に接着することによりポケット
ＰＫ１～ＰＫ３及び大ポケットＰＫ４を形成した場合を図示、説明したが、本発明はこれ
に限定されるものではなく、台紙本体１１を部分的に打ち抜いて、当該打ち抜き領域で表
裏のフィルムＦを溶着する構成としてもよい。また、ポケットの形成数、大きさも必要に
応じて任意に変更することができる。
【００２９】
また、図５に示されるように、前記実施例における台紙本体１１の平面積の二倍サイズと
なる台紙本体１１０を設けるとともに、この台紙本体１１０の左右各領域にフィルムＦを
配置し、台紙本体１１０の左右方向中心位置Ｃにて当該台紙本体１１０を二枚厚に折り曲
げる構成としても前記実施例と同様の効果を得ることができる。
【００３０】
更に、図６に示されるように、前記ポケットＰＫ１～ＰＫ３において、底部１９側に、当
該底部１９と略平行に上下方向に延びる切断部２５を形成することもできる。この切断部
２５を設けた場合には、アルバム用台紙１０を廃棄処分して、台紙本体１１を紙として再
生する際に、フィルムＦを容易且つ綺麗に引き剥がすことができる。すなわち、図６中、
切断部２５に沿うフィルムＦ部分を摘んで切断部２５から左側領域を引き剥がす一方、フ
ィルムＦ部分を摘んで切断部２５から右側領域を引き剥がすようにすればよい。これによ
り、接着部１２の領域が多く占めるポケットＰＫ１～ＰＫ３の底部１９側も容易且つ綺麗
に台紙本体１１から剥がすことが可能となる。
【００３１】
また、前記実施例における大ポケットＰＫ４は必ずしも設けることを要しない。この場合
、各ポケットＰＫ１～ＰＫ３を仕切る位置に設けられた接着部１２を出し入れ口１８側か
ら底部１９側に長く形成することができる。
【００３２】
更に、前記実施例では押出促進部として切欠部を採用した場合を説明したが、例えば、図
７に示されるように、ポケットＰＫ１～ＰＫ３の底部１９側におけるフィルムＦ部分に切
り込み３０、３０を設けて開口を覆うようにしてもよい。そして、この切り込み３０の領
域に指先を押し当てて出し入れ口１８側に移動することで、写真Ｐ１を部分的に押し出せ
るようにしてもよい。このような切り込み３０によって押出促進部を構成した場合には、
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写真Ｐ１に直接指が触れることがないという利点がある。しかも、この構成では、表裏の
ポケットＰＫ１～ＰＫ３の切り込み３０形成位置を同じにすることができる。。
【００３３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、台紙本体の面にフィルムを配してポケットを設け
るとともに、当該ポケットの底部側に押出促進部を設ける構成としたから、ポケットの出
し入れ口側に切欠部を設ける必要がなく、写真を差し込む際の引っ掛かり原因を解消する
ことができ、これによって、出し入れ口領域のフィルム破断原因も回避可能となる。
【００３４】
また、押出促進部として、写真の差し込み側先端部分を表出可能とする切欠部を採用した
場合には、写真に指先を直接触れるようにして指先をポケットの出し入れ口側に移動する
ことで、写真を確実に押し出すことができる。
【００３５】
更に、ポケットを台紙本体の表裏各面に設けた際に、表裏各面のポケットにおける切欠部
の形成位置を上下方向にずらしたことにより、複数の台紙が重ね合わされた状態で切欠部
から表出する写真の部分が直接重なり合わないようになり、切欠部に表出する写真同士が
直接的に接触することを防止して写真相互の接着原因も解消することができる。
【００３６】
更に、切欠部の領域内における台紙本体部分に地色と異なる色を付したから、フィルムが
透明であっても切欠部の位置を視覚的に明瞭とすることができる。
【００３７】
また、前記切欠部の領域内又はこれの近傍位置に、前記ポケットの出し入れ口側に向けら
れた矢印を設けた構成によれば、切欠部の位置を明瞭にできる他、指先の移動方向を明示
的に示すことも可能となる。
【００３８】
更に、前記ポケットを複数並んで形成し、各ポケットを貫通させて大ポケットを設ける構
成を採用した場合には、パノラマサイズのような長寸の写真も収容することが可能となる
。
【００３９】
また、前記ポケットの底部側に切断部を形成した構成では、フィルムを台紙本体から引き
剥がす際に、ポケットの底部を形成する接着若しくは溶着部に近い位置のフィルム部分を
摘んで引き剥がし力を及ぼすことが可能となり、フィルムを台紙本体から確実に剥離する
ことができ、台紙本体を再生する際にフィルムが混入するような不都合を効果的に防止す
ることができる。
【００４０】
更に、ポケットの底部外側に台紙本体部分によるガイド面を設けた構成では、写真を出し
入れ口側に押し出す際の指先若しくは爪先を滑らす際のガイドとして利用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例に係るアルバム用台紙の表面側を示す概略斜視図。
【図２】前記アルバム用台紙の表面側を示す正面図。
【図３】前記アルバム用台紙の裏面側を示す正面図。
【図４】アルバム用台紙の表裏各面に形成された切欠部の形成位置を示す説明図。
【図５】台紙本体を二枚厚に折り曲げるタイプとした場合の正面図。
【図６】ポケットの底部側に切断部を設けた実施例を示す概略斜視図。
【図７】押出促進部を切り込みによって構成された構成を示す正面図。
【図８】従来のアルバム用台紙の一例を示す正面図。
【符号の説明】
１０　アルバム用台紙
１１　台紙本体
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１２　接着部
１８　出し入れ口
１９　底部
２０　切欠部（押出促進部）
２２　着色部
２３　矢印
２５　切断部
３０　切り込み（押出促進部）
１１０　台紙本体
Ｆ　フィルム
Ｐ１　写真
Ｐ２　写真
ＰＫ１　ポケット
ＰＫ２　ポケット
ＰＫ３　ポケット
ＰＫ４　大ポケット
Ｐ e　先端部分
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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